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株 式 会 社 中 電 工

2020 年３月期 決算について 

１．当期の業績概要（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

当期の事業環境は、公共投資が堅調に推移し、民間設備投資も高い水準の企業収益を背景に  

増加したものの、受注競争の激化や労働者不足などが続く状況にありました。 

また、年度終盤には、新型コロナウイルス感染が拡大し、事業への影響が懸念される状況にあ

りました。 

こうした中、当社グループは、中期経営計画〔2018～2020 年度〕に基づき、都市圏の事業拡大

や営業・施工体制の強化、業務改革の推進等の諸施策を進めてまいりました。 

また、新型コロナウイルス感染拡大の当期事業への大きな影響はありませんでした。 

以上の結果、当期の業績は次のとおりとなりました。 

売上高は、屋内電気工事や空調管工事を中心に当社の工事部門全てで増加したことなどにより、

前期に比べ増収となりました。 

営業利益は、売上高の増加に加え、原価管理の徹底や効率化施策による生産性向上などにより、

前期に比べ増益となりました。 

受取利息などの営業外損益を加えた経常利益は、営業利益の増加により前期を上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、Ｍ＆Ａに係るのれんの減損損失や投資有価証券

評価損を計上したことなどにより前期を下回りました。 

（１）連結業績 （単位：百万円…未満切捨）

区 分 前 期 当 期 増減額 増減率（％）

売 上 高 153,322 168,888 15,566 10.2

営 業 利 益 6,486 8,333 1,846 28.5

経 常 利 益 8,921 11,188 2,266 25.4

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

6,160 4,795 △1,364 △22.2

（２）個別業績 （単位：百万円…未満切捨）

区 分 前 期 当 期 増減額 増減率（％）

売 上 高 133,126 149,347 16,220 12.2

営 業 利 益 6,388 7,900 1,511 23.7

経 常 利 益 8,841 10,780 1,939 21.9

当 期 純 利 益 6,587 3,520 △3,067 △46.6



２．当期の事業の状況（2019 年４月 1日～2020 年３月 31 日） 

個別の部門別、得意先別の売上高は下表のとおりです。 

（１）部門別 売上高（個別） （単位：百万円…未満切捨）

区  分 前 期 当 期 増減額 増減率（％）

屋 内 電 気 工 事 68,541 74,640 6,098 8.9 

空 調 管 工 事 27,230 32,006 4,776 17.5 

情 報 通 信 工 事 5,851 8,399 2,547 43.5 

配 電 線 工 事 26,089 28,676 2,587 9.9 

発 送 変 電 工 事 5,413 5,624 210 3.9 

合 計 133,126 149,347 16,220 12.2 

（２）得意先別 売上高（個別） （単位：百万円…未満切捨）

区  分 前 期 当 期 増減額 増減率（％）

中 国 電 力 ㈱ 34,101 35,755 1,653 4.8 

一 般 得 意 先 99,024 113,592 14,567 14.7 

合 計 133,126 149,347 16,220 12.2 

３．次期の業績予想（2020 年４月 1 日～2021 年３月 31 日） 

現時点で新型コロナウイルス感染拡大の影響が不透明であり、業績予想の合理的な算定が 

困難であることから、次期の業績予想は未定といたします。

なお、業績予想の合理的な算定が可能となった段階で、速やかに公表いたします。 

４．利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

利益配分につきましては、次の「資本政策の基本的な方針」に基づき行うこととしております。 

（１）資本政策の基本的な方針 

当社は、通常の運転資金と突発的なリスクへの対応を考慮したうえで、持続的な成長のための  

投資に内部資金を活用するとともに、業績や経営環境等を総合的に勘案し、株主還元を充実して  

いくことにより、中長期的な企業価値の向上を目指す。 

①持続的な成長のための投資 

事業の拡大、人材育成・研究開発強化等、将来の成長に繋がる投資に内部資金を有効活用する。 

②株主還元の充実 

業績等を踏まえつつ、持続的・安定的な配当を行う。 

また、経営環境等を総合的に勘案したうえで、必要に応じて自己株式取得を実施する。 

（２）当期・次期の配当 

当社は、上記方針に基づき、持続的・安定的なより高水準の配当を行うことを重視し、ＤＯ

Ｅ（連結株主資本配当率）２.７％を目処に配当を行う配当方針としております。 

これにより、当期の年間配当金は１株当たり104円（中間配当金52円、期末配当金52円）を予

定しております。 

また、次期の年間配当金も１株当たり104円（中間配当金52円、期末配当金52円）を予想して

おります。 

1 株当たり配当金 

中間（第 2四半期末） 期 末 年 間 

2020 年 3月期予定 
（当 期） 

（※） 52 円 52 円 104 円 

2021 年 3月期予想 
（次 期） 

52 円 52 円 104 円 

（※）2020年 3月期の中間（第2四半期末）配当は、2019年 11月29日に実施しております。 

以  上


